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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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大阪府議会への署名提出後の記者会見。SACHICO久保田康愛

（やすえ）理事長（前列左から２人目）らと支援者、当事者

のみなさん。前列右から２人目が佐藤さん（12月４日）
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集会に参加した広島県本部の会員ら〈２面へ〉
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